
　表１　「なつまつり」の早晩性および収量性　

項目 出穂期 成熟期 玄米重 玄米

品種名 （月.日） （月.日） (kg/10a) 外観品質

なつまつり 6.20 7.24 591 4.4 やや強 やや強 やや弱

イクヒカリ 6.20 7.25 597 5.2 やや弱 強 やや弱

コシヒカリ 6.16 7.19 450 6.1 中 弱 極強

　注）玄米外観品質は１（上上）～９（下下），10（規格外）の10段階評価

耐倒伏性 耐冷性
高温

登熟性

・主食用水稲早期栽培は，早生の「コシヒカリ」，中生の「イクヒカリ」，晩生の「なつほのか」で約4,000ha作付け
・７月以降の登熟期間が高温で推移 → 高温登熟性が“やや弱”の「イクヒカリ」は品質低下が大きな問題
・「イクヒカリ」に替わる中生熟期，高温登熟性に優れ，多収，良食味で病害虫抵抗性を持つ品種が必要
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「イクヒカリ」に比べて玄米外観品質が優れ，千粒重及び収量性が同程度の多収品種で，所得の向上が期待できる

高温登熟性に優れ，いもち病抵抗性を備えた早期栽培用水稲系統｢なつまつり｣

成果の内容

背景・目的

・「イクヒカリ」に替えて導入

・品質向上，検査等級の改善
→ 生産者の所得向上

・早生，中生，晩生品種の
組み合わせで，作期分散

→ 経営規模の拡大を推進

「なつまつり」の特徴（「イクヒカリ」と比較）
・出穂期，成熟期はほぼ同じ，早期栽培の“中生”
・高温登熟性は“やや強”で，玄米外観品質が優れる
・収量は同程度，耐倒伏性はやや強
・食味は｢コシヒカリ｣，「イクヒカリ」と同等の極良
・いもち病圃場抵抗性遺伝子Pi39，Pb1 を有し，葉いもち・穂いも
ち抵抗性とも“強”，縞葉枯病抵抗性遺伝子Stvb-I も保有

○普及対象・範囲 早期水稲生産者

期待される効果

(R06)

＜本情報の栽培条件等＞
・水稲早期栽培
・植付日 ３月28日～４月１日，機械移植
・施肥量(kg/10a) N:P:K＝標肥栽培 6.0：6.0：6.7
・栽植密度 23.8株/㎡，畝間30cm×株間14cm

図１ 「なつまつり」の食味評価

　表２　「なつまつり」の病害抵抗性

項目

品種名 葉 穂

なつまつり 強 強 Pi39，Pb1 Stvb-i

イクヒカリ － － 無 無

コシヒカリ やや弱 やや弱 無 無

　注）－は真性抵抗性を持つことを示す

いもち病抵抗性 いもち病圃場
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